
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和7年(2025年)6月のびのび子育てプラザ発行 

のびのび子育てプラザには、いろいろな相談が寄せられています。子育てをする中で思うようにいかな

くて困ったり、たくさんの情報に迷ったりすることもありますね。 

タイムリーに誰かに話せると気持ちが楽になることもあります。話しているうちに自分の気持ちに気付

き、悩みの解決の方向が見えてくる方もいらっしゃいます。まず、口に出してみることから始めてみませ

んか。そこから、一緒に子育てのヒントを見つけていきましょう。 

保育所等の入園の申し込みはいつ？ 

➡年度途中の利用は、原則毎月１日からの利用開始となります。（３月からの利用申込はありません） 

 申込締切日は、原則利用開始希望月の前月５日（５日が土日祝日の場合は前開庁日）となります。保

育所等のオンライン手続き（電子申込）から申込してください。 

 令和８年度４月からの申し込みは、令和８年度（２０２６年度）保育所・認定こども園・小規模保育

事業・事業所内保育事業利用一斉申込でのオンライン手続き（電子申込）から申込してください。（申請

時期は９月下旬から１０月上旬頃、詳しくは市報やホームページ等でご確認ください） 

＊令和７年度分の利用申込を希望される場合は、令和７年度分及び、令和8年度分のオンライン手続き

（電子申込）をそれぞれ申請していただく必要があります。 

 

赤ちゃんを連れて出かけられるところが知りたい！ 

 ➡のびのび子育てプラザでは２か月の赤ちゃんから参加できる「あかちゃんひろば」を開催しています。
お母さんお父さん同士交流したり、子育ての相談もできますよ。毎月１回、生まれ月により日程が異な

ります。申し込みはいりません。詳しくはホームページでご確認ください。 

保育園・認定こども園・幼稚園・児童館等でも、あかちゃん会や親子教室があります。対象年齢や日時、

申込の有無等は、「吹田市子育て応援サイト すくすく」や各施設のホームページでご確認ください。 

 

一時的に預けることができる子育てサービスは？ 

 ➡保育園の一時預かり 

公立（はぎのきこども園、南千里保育園、ことぶき保育園、いずみ小規模園）と一部私立保育所・認定こども園      

主な理由：「リフレッシュ」「就労・就活」「災害・葬祭・急病・通院・看護」 

たんぽぽルーム（山田西）主な理由：「リフレッシュ」「災害・葬祭・急病・通院・看護」 

おひさまルーム（佐竹台）主な理由：「リフレッシュ」 

すくすくルーム（垂水町）主な目的：「リフレッシュ」「就活」「通院」 

＊「主な理由」「対象年齢」「時間帯」「費用」「申込方法」などの詳細は施設によって異なります。各施設にお問

い合わせください。 

他にも、休日保育、緊急保育、病児・病後児保育室などもあります。吹田市ホームページでご確認ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談方法 ： 電話やメール、来館などご自身にあったスタイルでご利用ください。 

           相談室での面談を希望する方は、電話で事前に予約してください。 

時 間 ： 日～土曜日 10時～18時 

※年末年始（12月 29日～1月3日）はお休みです。 

場 所 ： 吹田市立子育て青少年拠点夢つながり未来館 1階 のびのび子育てプラザ 

         （吹田市山田西4丁目2番43号） 

相談専用電話番号 ： 06-6875-0665 

相談専用メールアドレス ： nobinobi_soudan@city.suita.osaka.jp 

おもちゃや絵本があり、少人数で自由にほっこりあそべます。 

育児相談や身体測定もできますよ。 

気軽に遊びに来てくださいね♪♪ 

～ 開 室 日 ～ 
毎週金曜日・第 1水曜日・第 3火曜日 

午前 10時３０分～午後３時３０分 

１２時から１時半は飲食も可能です。 

詳しくはホームページをご覧ください。 

 

駐車スペースは 2 台分あります。妊婦の方、きょうだ

い・多胎児をお連れの方、遠方から来られる方などお

車での来室を必要とされる場合はご利用ください。 

なお、お車でお越しいただいても満車の場合がありま

すのでご了承ください。 

歩くようになったと思ったら、自分の思いのまま行ってしまい、引き止められたらイヤイヤ、 

ギャーなんてありませんか？覚悟はしていても思い通りにいかず、子供はイヤイヤ、大人は 

イライラですよね。 

2 才～3 才の頃のイヤイヤは「ぼくも、わたしも」と「大きくなった」、「一人前」の意識が育ち始めてくる時期に

よく出ます。自分の気持ちをうまく表現できないので、なんでも「いや」と自己主張が強くなり、自分を尊重し

てほしい気持ちがいっぱいです。一方的に「ダメ！」「やめなさい！」といわれると自分のことを否定されたと

思い、激しく抵抗します。この時期は「〇〇したかったのね」とまずは子供の気持ちを受け止めてあげましょ

う。「どっちがいいの？」と選べるような言葉がけをして芽生えた自我の育ちを応援しましょう。大人の言葉で

納得できるようになるにはもう少し大きくなってからです。 

相談に 
ついて 


